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Orユ the　top　of 　the　Nishikurosawa　Stageu

1匸aru 　KO 正ZUMI2 ）
and 　Yasumochi　 MATOBA5 ）

Abstract　The 　top　of 　the　NishikurQsawa　Stage　is　defined　by　the 　top　Qf　the　Denticu！oPsis　hzts’tedtii　Zone

（Cntcidenticula癖ooδα沈 α Zone）or　the 　base　Qf 　the　Oenticulopsis　praedimorpha　Zone　of　diatom　zonation ，
the　top　of 　the　Ggoborotalia　peripheroacutttiGgoborota／ia　mioaea （s．L｝Zone（the　lower　part 　of 　N ．UZone ＞of

planktonic 　forarnin呈feral　zonation ，　the　top　of 　the　Dit）h）
’
es　lαtienscidu7n　Zone　of 　dinoflagellate　cyst ，　and 　the

CN5a 　 ZQne 　 of 　 caicareous 　 nannoplankton 　 zonation ．　 The 　 bQundary 　 between 　 the　 Nishikurosawa 　 and

Onnagawa　 Stages　is　represented 　by　the　boundary　between　 sandstone 　and 　the　alternation 　of　diatoma・

ceous 　mudstone 　and 　siliceous 　mudstone 　of 　the　Nishikurosawa 　 Formation 　 and 　massive 　diatemaceous

mudstone 　of　the　Onnagawa　Formation 　at　Nishikurosawa 　on 　the　north 　coast 　of　the　Oga　Peninsula，　the

boundary 　stratotype ．

1　 は じめ に

　藤 岡 （1956） は，グ リーン ・タ フ 地域 （羽越地向

斜） の 時階を 男鹿半 島 の 岩相層序 に も とつ い て赤

島 ・門前 ・台島 ・西黒沢 ・女 1［「・船川 ・北浦 ・脇本

の 8時 階 に 区分 した．そ の 後池辺 （1962）は，男鹿 ・

半島 に 発達す る地層 の
一

部 は，八郎潟 をは さ んで そ

の菓側 の 秋 田油田地域 に お け る地層 とは岩相を異 に

し，個々 の地層の対比が 困難で あ る た め に ，男鹿半

島の 層序に 秋田市周辺 の 丘 陵 に 発達す る 層序 の
一

部

を組 み 合わ せ た も の を標準層序 と し，こ れ に も と つ

い た時階区分 を提唱 した．こ の 藤 岡と池辺 に よ る時

階が秋田 油 田 地域の標準時階と し て 長 い 問踏襲さ れ

て きた。

　 これ らの 時階の うち西黒沢階は暖海性の 特徴あ る

化石 群 を 豊富に 産出す る の で
，

わ が 国 に お け る新第

三 系 中新統 の 対 比 の 基準 として 広 く用 い られ て い

1）　 1985年 石 油技 術 協会 第 50 回総 会 お よ び 1986年 EI
　 本地 質学会 東北 支部会 に て講演．
2） 大阪大学教養 部地 学 教 室．Institute　 of　Geological

　 Sciences，　College　 of　General　Educatinn，　Osaka
　 Uni▽ersity ，　Toyonaka，　Osaka ，560　Japan、
3）　秋 田 大 学鉱 山 学 部 鉱 山 地 質 学 教 室．Institutc　 of

　 Mining　Geology，　M 〔ning 　College，　Aki仁a　UIliver・
　 sity ，　Aki亡a，　OIO　Japan．

る 。西黒沢階 に つ い て 藤 岡 （1956）は ／晒 o邸 ψ∫初σ
一

〇Percu！ina を伴 う化石群 は特徴的で あ D ， 台島
一

西

黒 沢階の 海は暖 か っ た と述 べ て い る。池辺 （1962）

は こ の 特徴的 な iVfiogJtPsina
− （）Percugi’na 　ge集 に 暖

流系 の 浮遊性有 孔虫群 集 Gifoborotalia　cf．　 f）Ptsi，
Ggobigen

’
noides 　tiigoba

，
　 Globig−　e

’
xinoides 　〔罪 Jo∫・

toma ，　Orbz｛iina　zmive γsa そ の 他 の 産 出を加 え，上位

に あ る 女川階の寒冷な海 と対照させ た．

　 しか しな が ら，近年各種の 浮遊性微化石層序が 進

展 した 結果 ， 西黒沢階 の 上 限 （女川階 と の 境界） の

認定 に っ い て 見解 の 相違 が 生 じ て い る ，こ れ は
， 西

黒沢層 に お い て は特定 の 層準か ら しか 石灰質微化石

を産出 しな い こ とと ， 上位 の 女川層 も石灰質微化石

を産 し な い た め に ， そ れ らの 化 石 を産 出 し な い 部分

に 対す る解釈 の 相違に も とつ く もの で あ る．模式地

に お け る 西黒沢 層 の 上部 か ら女川 層下部 に か けて

は，石灰質化石 の 産 出が 認 め られ な い もの の ，珪 質

微化石 が ほぼ連続 し て産出す る こ と が わ か っ た ．そ

こ で ， 西黒沢階の模式地 で あ る 男鹿半島北岸 の 西黒

沢付近 に お ける珪藻化石 に よ る分帯 を も と に ，西黒

沢階 の 上限 に つ い て検討を行 っ た （Fig．1＞．
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Fig．／．　 Sample　lecalities　in　the　Nishikurosawa　area ，　 northern 　eoast 　of　the　Oga　Peninsula

　（Topographic　map
：！
Toga ”

，1：25，000　in　scale ，　Geographical　 Suセvey 　Institute），

］1 模式地付近 の 西黒沢層

　男鹿 半島北岸 の 西黒 沢地域 に お け る 西黒 沢層 は大

橋 （1918MS ）を外 LLI（1925）が 紹介す る こ と に よ っ

て 命名 さ れ た ．

　模式地 ：秋田 県男鹿市西黒沢 ・平沢付近 の 海岸

　岩相 と分布 ：本層は細粒ない し粗粒の砂岩 を主体

と し て s 礫岩 ， 礫質砂岩，砂質 シ ル ト岩，そ して 珪

藻質泥岩 と珪質泥岩か らなる （Figs．2，3）．砂岩は

灰色な い し緑灰色を帯び，海緑石 を部分的に 含 ん で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　 つ
い る．模式地の 西黒沢一平沢 の 海岸で は ， 大明神崎

に お い て 本層 は 門前層 の 変質斑状輝石安山岩を 基底

礫岩を もっ て 不整含に覆 っ て い る．基底礫岩 は下位

層 に 由来す る 各種岩石 の 巨礫を含む 大小 の 円〜亜 円

礫か らな る．そ の 上位礫岩層 は，大明神崎か ら西方

に 向 っ て 薄化す る と同時に礫径 も小 さ くな り ，
つ い

に は礫岩と礫質砂岩 の 互層と な る。礫質砂岩 中に 大

型有孔虫の OPerczalinaや Miogmpsinaの 1まか ， 貝類

や ウ ニ などの 化石が多量 に含 まれ て い る．こ の層準

は海岸 に 岩礁 を な し て 露出 し て お り， 海岸 の 崖 の 最

N 工工
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loc．9Fig ．2 ．　Sketches 　of 　the 　outcrops 　at 　loc． 6and

｝ oc ． 9． 下 部に続 く．崖 の 中・下部 20m は

粒 砂 岩， 礫 質 砂 岩 ， 砂 質 シ ルト岩から なり， 厚 さ 3

m 〜lm の石 灰 質 （苦灰 質）で硬 質の砂 岩 層 を

数 挟む，その上 位 に海 緑 石の 密集 した 暗 緑 色

砂岩と 厚 さ数 m の 珪 質 頁岩 が重 なっ て いる． す

近くの露 頭 で は ，この 珪 質 頁 岩 の上に珪藻質泥岩が重なり（lo
D3 ，　 loc ．6 ）， こ の珪藻質泥岩の下部はDenticuloPs

　Praedimor ・ ρ加 帯に対 比 さ れる。

岸 地 域から南方に の びる 沢 で は ， 細 粒 〜中粒の

岩と その上に重 なる珪 質頁 岩 と 珪藻質 泥岩の
互

層が分布

ている（10C ． 9 ，10C ． 10 ） ． こ の 互 層

下部 の珪藻質泥岩中にはしばしば 海 綿 APhrocal

stes の化石が多

含まれる。 　層厚：約 30 　 m 　層位関係

本 層は下 位 の 門 前 層を基底 礫岩を も っ て不 整 合

おお い， 上位の女川 層 の 珪 藻 質泥岩や海 緑

を 含む珪質泥岩 によって

合に覆 われる． 川　西 黒 沢層の 珪藻分 帯 　

黒沢部落 付近の6 カ所 に分布 する砂岩およ び珪

質 泥岩ど珪質泥岩の互層から珪藻化石が検出さ れ た （ lo

D1， 2，4，5，9，10） ，この珪藻 群 集は ， Denticu！oPsis　lautaの

在 と Denticzt ／oPsis 　hyα！ inα の欠如にょってKOI

MI（1985）の∠ ） entiCitloPsislaZtta 　 re ， お よ

DenticuloPsis　hyatina の存在と Denticbll

sis 　 hastedtiiの欠 如によってMARU ・ YAMA（1984 ）

1 ）

ticuloPsis 　 hyalina帯に属 す る 。

@ 西 黒沢 部落 南 側 の 峡谷（ loc．9，10）に分 布 す る砂

からの珪藻群 集 はDenticzagoPsis 伽

帯 に属す る。珪藻質泥岩と珪質泥岩の互 層 部から の 珪 藻 群集 はDenticul

satg　勿召〜加σ帯 ，お よ び DentiCttloPsishz ｛

edtiiの共存によって，　MARUYAMA （1984）の 1 ）

ticugoPsis 　 hecstedtii 　 e

ﾉ属する． 　西 黒沢南方の沢の奥部に分布する砂岩からの試料 （10C ．1
j は DentiCUgoP

s　dya ！ina 帯の珪

群集を含 んで い る （Flg ．3 ）． 1V 　

川 層 下部の珪藻帯 　女川 層 の模式地であ る男 鹿

島南岸の女川 付 近に は，球 状泥 灰 岩 や
凝 灰 岩 を

さ み，板状層理 を な し た 暗 灰 色 の
硬

い珪質泥岩

分布し
て
いる が ， そ れ ら か らは珪藻 化 石 が みつかっ て い ない ．
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西黒 沢付 近 で は，西 黒 沢 層 の 砂岩層の 上位 に 珪藻質

泥岩 と珪質泥岩 の 互層 ・珪藻質泥岩 ・硬 い 珪質泥岩

か ら 成る地層が 重な っ て い る．こ れ ら を KANAYA

（1959）は 平沢珪藻質泥岩部層 と 称 し て
， 刻 i「層 と し

た ．

　す で に 述 べ た ように
， 西黒 沢部落付近 の 珪藻質泥

岩 と 珪質泥 岩 の 互 層部 は，下位 の 砂岩層 と 同 じ

DentieztgoPsis　 iattta帯 の ほ か DenticzaloPsis　 hyalina

帯 と ∠）enticuloPsis 　IZZtstedtii帯 に 属 す る （Figs．2，

3）．

　
一

方 ， 西黒沢付近 に 分布 す る 塊状 の 珪藻質泥岩 の

最下部 は Dentictt！oPsis 　Praedirvzo7がha の 産出 に よ っ

て DenticztgopsisρraedimorPPta 帯 に 分 帯 さ れ る

（loc．3，6）．同 じ く西黒沢南 方の 珪質泥岩を は さ む 珪

藻質泥岩 も DenticztloPsis　Praedimorpha帯 に 属す る

（loc．11〜14＞．し か し ， 西 黒 沢部落 の 南東部 に 分布す

る 塊状 の 珪藻 質 泥 岩 （loc．7， 8） は 1）enticuloPsis

hustedtiiと Cosci7iodiscus　y
’
abei を多数産 出す るが

，

Denticu！oPsii’Pruedinzor7）ha，　 Denticzf！oPsis 　 dbnor．

Pha，∠）enticzt ！oPsis 　kata．i・amae な ど を含ま な い こ と

か ら Coscinodiscus　．vabei 帯に相当す る．最 も南に 分

布す る 塊状 の 珪 藻 質泥 岩 の 下部 は，DenticuloPsis

dimorPha の 産 出 に よ っ て ∠）enticugOPsis 　dimotPha

帯 に 属す る （10c．15〜17）．

V　 まとめ

　西黒沢層上部の 砂岩層 と そ の 上 の 珪藻質泥岩 と珪

質泥岩の 互層部 （約5m ）は ，
　 Z）enticef ！oPsis ！awta 　ur，

∠）enticuloPsis 勿α〜ina帯，　 P8 漉 c祕o拠 露 hZtsteゴtii帯

に 分帯 さ れ る．そ の 上位 に 重 なる主 として 塊状 の 珪

藻 質 泥 岩 か ら 成 る 女 川 層 は DenticuloPsis

PraedimorPha帯 ，　 Coscinodiscus 　yabei 帯，

Penticu！oPsis　dimo7Pha　urな どに 分帯 され る こ とが

わ か っ た （Fig．3）； し た が っ て ，西 黒 沢 で は

Cnccidenticulaη 蜘 ゐα沈 α 帯 が 欠 如 す る こ と に な

る。

　 CrrtcidentiCUga　 nicoban
’
ca 帯 の 珪 藻 群 集 は，

DentiCtfJoPsis　htrstedtii帯 の そ れ と 同 じ く温暖群集

か ら寒冷群集 へ 移行す る漸移相で ある と考 え ら れ

る．す なわ ち ，中〜高緯度 域 寒 冷 tt9　Denticu！opsis

httstedtiiの 出現 ， 中 〜 低緯度域温暖種 Denticzs！oPsis

hyatinaの 消滅 と Denticu！oPsis 　hustedtiiの 大 量 出

現，お よ び低緯度域温 暖 種 Crftcidenticztla　 nicobar ．

磁 の 中緯度域 に お ける産 出頻度の 減少 に よ る 消滅

時期 の 早期化な ど で あ る．

　本地域 の み な ら ず ， 東北 日本 や 北海道 で は ， 高緯

度域寒冷種 1）enticzf！opsis 　PraedimoTPha の 出現 と ほ

ぼ同時 に 塊状 の 珪藻質泥岩 が 発達す る こ と が 多い ．

そ して ，DentiCtdoPsis　PmedimorPha帯 か ら上 位 の

珪藻帯 は，中〜高緯度域寒冷種 を多数含ん で お り，

本格的な寒冷気候 を示 して い る （Fig．4）。

　 した が っ て ，暖海か ら寒冷海 へ の 変 化 と い う西 黒

沢階上限 の 定義 に 従 うな ら，Denticulopsis　hzastedtii

帯 〔CrVicidenticu！a　 nicoban
’
ca 帯〉の 上限 に 西黒沢

階 の 上限 を置 くべ き で あ る （Fig，4＞．し か し，模式

地 に お い て は，西黒 沢 階は岩相区分 に よ る 西黒 沢層

と対応 して い る こ とが 望 ましい の で ，砂岩層上 位の

珪藻質 泥 岩 と珪質泥岩 の 互層部 ま で を西黒沢層 に 含

め ，塊状の 珪藻質泥岩か ら女川層と す る の が妥当 と

考えられ る （Fig．3）。

VI 考　察

　模 式 地 の 西 黒 沢 層 を特徴 づ け る 4伽 蝉 ∫蜘腐
一

QPercetginaの 大 型 有 孔 虫 群 集 は ，
ほ ぼ BLOW

（1969）の N ．8〜N ．9 帯 に 対比 さ れ る もの で あ る。さ

ら に 男鹿半島南岸 に 分布 す る 西黒沢 層中上 部 か ら，

SAITO 　and 　MAIYA （／973）｝ま，　 N ．9帯に 対比 さ れ

る Ggoborotagia　Pen
’
Pheroronda　／　 Globorotalia

quinrtalcata帯を見 い 出 して い る．

　西黒沢階 の 副模式地で あ る秋田市太平［⊥凋 辺 の鵜

養層 は s 米谷 （1978） の GJobigen
’
noides 　 sieanus ！

Praeorbtt！ina　 8Zomerosa 　 cztn
’
a 帯 （N ．8帯 ）か ら

Globorota！ia　Pen
’
Pheroacuta／Ggoborotalia　miozea

（s．1，）帯 （N ．10 帯〜N 、11帯下部） ま で の 浮遊性有

孔虫帯 に 相当す る．こ れ ら の 浮遊性有孔虫帯は，カ

リブ 海地域 やイ ン ドネ シ ア な ど の 熱帯地域 で設定さ

れ た 浮遊性 有孔 虫帯 （例 え ば BLQW ，1969）に よ く対

比 で き る。他方，坑井資料に よ れ ば，女川層層準に

相 当 す る G！oborotalia 　Pseudopachyderma　／

Globigerina　 zvoodi （s．1．）帯 （N ．且 帯上部〜N ．13

帯）で は ， 熱帯性の 浮遊性有孔虫が 消滅し て し ま い ，

寒帯性の 浮遊性有孔虫群集に変化 し て い る． こ の こ

と は Nll 帯上部か ら寒冷化気候の 影響が浮遊性有

孔虫群集組成 に 現れ て い る こ とを示 して い る。こ の
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umnar　section 　and　biostratigraphic 　 distrib

iorl 　 of 　selected 　diatom 　species　in　th
@Nis

kurosawa 　area． 部分は珪藻の 1 ）enticuto

is 　Praedimo ？ Pha 　es に 対 比

ｳれる． 　MATSUOKA 　et　al ． （ 1987 ） は 男 鹿半 島

南岸にお ける西黒沢層と女川 層 最下部を渦鞭毛藻シス ト の 1 ） ip 　 h

s ！ atiuscu ！ zfm 帯 に含 め ， 女 川 層の主

を OPerCttlodinium 　echz

en

帯と し て い る．こ のよ う な分帯 の息 義 に つ い て

言 及 さ れて いな い が ， 寒 冷 化 や 堆積盆の 深 海化

どの影 響 に よ る もの で あ ろ う ． 　西 黒 沢層

秋 田 県 内 の 西 黒 沢 層 相 当 層 から 石灰質 ナ ン

化石は見っかっていないが，能 登半島 の 七尾
地 域においては石灰質ナンノ 化石のCN5a帯に

比さ れ る出雲石灰質砂岩層 （上ら，1980 が D
tiCt ‘！oPsis 勿α伽σ 帯〜DentiCt ‘90Psis 　hustedtii

ﾑに属する（山本， 1988MS ）．その上 位 に 海緑石層

と DenticuloPsis 　Praedimo

ha帯〜Coscinodi ∫cusb ’ abei 帯

属 す る 和倉 珪 藻 質 泥 岩 層 が重 なる，輪島 付近の輪島崎砂岩

もCNsa 帯に 属 する （ 上 ら ， 1981 ）．こ

は塚田泥岩層下部 に 対比 さ れ ， 同泥岩層 上部は

状 珪 藻 質泥 岩 より成 り ， DenticuloPsi

ヵ 耀 8 漉 窺 o ゆ 加帯に属する（小 泉 ，1986 ）。

@ 西 黒沢層最上 部 の砂岩 およ び
珪藻質泥岩と珪質泥 岩の互層部に

，海緑石が多量に含まれている。 現 成 の 海 緑 石は水 深 1

〜 200m の 大 陸棚 外縁 部 付近 に 最 も濃集 して

り（例えば ， BORNHOLD 　and 　GIR 、

ESSE ，1985 ） ， 比較的浅い海底 に おいて堆積 物 が

化・分解 し てできた 自 生の粘土鉱物である．そ

海 緑石 化作用に は 有 機物 が 触媒 と して深 く 関与

て い る と 考え られ る （ 相 田 ， 1968 ） ．西 黒 沢

最上部にみ ら れる 浅 海相から深海柑 への変 移，気候寒

化，珪 藻質 堆 積 物 （ 有機物）の 存在 な ど はこ の

期 が海緑 石の生 成 に 適 した環 境で あ ったことを示唆し

島田， 1986 ），この時 期の堆積 速 度の低下に加

て 海 底堆 積 物の風化 ・分解によ って堆 積 速度 が

端 に 遅 くなっ たり ， 堆 積の 中 断 が生じたと考え

れる（Fig ． 4 ）。 事実 ， 東北 地方では 西 黒

層 ， 須郷 田 層 ，

野沢層 　，

ﾈど西黒沢 期の 浅 海相から 女 川 期の 深海相に移 ると

ころで海緑石の密 集層 がみられるが，鵜養層．権現

山層等
の
深海 層 か ら 女 川 層 に移 るところ で は あ まり 認 め られ な



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

西黒沢階 の 上 限 に つ い て 193

学教室学生〉に よ る もの （佐藤 ， 1982MS 　；　1985MS ）

で あ る．秋田大学高安泰助名誉 教授 に は在職 中に 本

研究の た め に便宜 を い た だ い た．以上 の 方 々 に 対 し

深 く感謝す る．
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                                 Plate 1

                          {NIagnification is × 1500)

1. Crucidenticttga nicobarica  cGrunow) Akiba  and  Yanagisawa, from sample  1-3 of the

   Nish[kurosawa Formation.

2. Dentic;fioPsis PinedinzoiPha (Akiba) Barron, 
'from

 sample  6-4 of  the  Onnagawa Formation.

3 . DentictcgoPsis diinorpJza (Schrader) Simonsen, from  sample  15-5 of the Onnagawa  Formation.

4 . DenticztgoPs'is ltyatina (Schrader) Simonsen, frorn sample  9-7 of  the Nishikurosawa Forma-

   tiOII.

t-, . DenticttgoPsis faitta {Bailey} Simonsen, frorn sample  2-4 of  the Nishil<urosawa V'ormation.

6 . Roasia navicugoides  Schrader, from sample  6-8 of the Onnagawa Formation.

7 . Cosci'nodisczts elagans  Greville, from sample  1-2 of  the Nishikurosawa Formation.

8. ThalassioneJna hirosakiensts {Kanaya) Schrader, frorn sarnple 12-I2 ef the Onnagawa

   Formation,

9 . RJziv7osotenia miocenica  Schrader, from sample  9-6 of the Nishikurosawa Formation.

10. RottMia PertngaUi Brun  ancl  Heribaud, from sample  8-9 of  the Onnagawa  Formation.

11. DenticgtgoPsis htts,tedtii' CKanaya and  Simonsen) Simonsen, from sainple  7-1 of  the  Onnagawa

   Formation.

I2. DenticitioPsis kataya772ae Maruyama,  from  sample  15-8 of  the Onnagawa  Formation.

13'. DenticugoPsis sp., from sample  1-3 of the Nishikurosawa Formation.

14. Coscino(lisczts Pgicatits Grunow,  from sample  12-13 of the Onnagawa  Formation.

15. Actii?ocvcltts ingtms Rattray var.  nodets  Baldauf, from sample  1-2 of the Nishil{urosawa

   Forination.
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